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［様式９－１］       福祉サービス等第三者評価結果  

 総 合 評 価   

 

受診施設名 深草児童館 
施設 

種別 

 

旧体系：児童館          ） 

評価機関名 特定非営利活動法人京都府認知症グループホーム協議会  

                                              

令和７年１０月２１日 

総   評 

京都市深草児童館は1974年に伏見区で2番目に開設し、今年で

50年を迎えています。5年前に「40周年記念誌」を発刊していま

す。「地域に支えられ 地域を支える児童館」「児童の最善の

利益の追求」をモット－とし、地域に期待され地域と「阿吽の

呼吸」で児童館事業を継続されています。月2回、「子ども食堂」

を運営協力委員会委員や社会福祉協議会、地域ボランティア等

の協力を得て運営しています。また、何らかの支援を必要とす

る子どものカンファレンスを持ち、ケースを関係機関に繋ぐな

ど地域の子育て支援を積極的に行っています。 

年数回、プリン販売店からプリンを、王将から「王将ランチ」

を、菓子店から焼菓子等を無償で提供されています。また、児

童館のイベントを保育園・児童館・民生・行政等から協力を得

ています。児童館は、地域の組織団体から支援を受け、地域の

活性化に取り組んでいます。                                   

 

特に良かった点(※) 

●「全社的品質マネジメント」を導入し、法人の医療・介護・

保育サービスの品質管理の目標達成に取り組んでいます。 

●法人が職員の学習の機会を保障しています。職員が法人4館の

児童館職員の交流研修（2日間）に参加し、また、市内の他法人

運営の児童館との2日間の交流学習等に参加しています。                                                     

●利用者の安全管理を確保するとともに、地域の諸団体・組織

と協力体制を構築しています。「子ども見守り安心マップ」を

作成し、児童の登下校の安全性に見守り体制を強化しています。 

●児童館が有する機能を地域に還元しています。子ども食堂の

開催の他、園庭を開放（週1回午前中）したイベント「遊ぼうぜ」

で児童の親同氏の交流を支援しています。また、年1回、イベン

ト「ふれあいラウンド」を開催し、地域の児童の集い（実績 約

200人）を支援しています。児童館の取り組みを「児童の最善の

利益」を地域とともに考える機会と捉えています。  

●掲示物の文言が優しく、児童を主体として発信された自主性

を促す文章になっています。表現も気持ちよく受け止めること

ができます。また、児童の1日の活動状況と役割が保護者に一目

で分かるように、見やすく目に付くところに掲示しています。 
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特に改善が 

望まれる点(※) 

特に記述することはありません。 

※それぞれ内容を３点程度に絞って掲載しています。評価項目毎のコメントは「評価結果対比シート」

の「自由記述欄」に記載しています。 
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　［様式９－２］

受診施設名

施設種別

評価機関名

訪問調査日
2024年12月9日

再調査2025年5月30日

特定非営利活動法人
認知症グループホーム協議会協議会

京都市深草児童館

児童館

【児童館版 共通評価基準】

評価結果対比シ－ト



評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

1 ① 理念が明文化されている。 ａ ａ

2 ② 理念に基づく基本方針が明文化されている。 ａ ａ

3 ① 理念や基本方針が職員に周知されている。 ａ ａ

4 ② 理念や基本方針が利用者等に周知されている。 ａ ａ

自己評価 第三者評価

5 ① 中・長期計画が策定されている。 ａ ａ

6 ② 中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。 ａ ａ

7 ① 計画の策定が組織的に行われている。 ａ ａ

8 ② 計画が職員や利用者に周知されている。 ａ ａ

自己評価 第三者評価

9 ① 管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。 ａ ａ

10 ②
遵守すべき法令等を正しく理解するための取り組みを行っ
ている。

ａ ａ

11 ①
質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力を発揮してい
る。

ａ ａ

12 ②
経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発
揮している。

ａ ａ

評価結果

5.6.7.「パーパス」・中長期計画を踏まえた次年度の事業計画を職員総意で策定し、児童館活動を事業本部と一体的に遂行している。
8．月例の職員会議・毎日の朝礼・ミニ会議で計画の進捗状況を確認している。年間活動計画書、事業担当表、職員会議議事録等を整備してい
る。年度末に計画の実施状況を評価し改善点等を明確にし、次年度に継続すべき事業や課題を年間事業計画および教育計画等に反映させてい
る。法人事業部で承認された個々の行事計画がスムーズに進行できるように安全管理・危機管理に努めている。行事等の計画・立案、進捗状況
の確認は職員総意で行ない、改善点を含めた行事終了の報告書を事業部と共有している。

Ⅰ-１-(１)
理念、基本方針が確立されてい
る。

Ⅰ-１
理念・基本方針

Ⅰ-１-(２)
理念、基本方針が周知されてい
る。

9．管理者の責任と役割を文書で明確にし会議や研修で表明している。
10．遵守すべき法令や制度は京都市児童館活動指針に沿って説明し理解を促している。法令の情報を「社内イントラ」「チームズ」で事業部と
共有している。
11.12．年2回実施の自己評価と上長評価で個々のスキル向上に取り組んでいる。

Ⅰ-３-(１)
管理者の責任が明確にされてい
る。

Ⅰ-３
管理者の責任と
リーダーシップ

評価分類

評価項目 通番 評　価　細　目
評価結果

評価項目

Ⅰ-２-(２)
計画が適切に策定されている。

[自由記述欄]

評価結果

Ⅰ-２
計画の策定

通番 評　価　細　目

評価項目 通番 評　価　細　目

[自由記述欄]

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-３-(２)
管理者のリーダーシップが発揮
されている。

評価分類

1.2．法人と児童館の理念（パーパス）に「やさしい社会を創造する」を掲げている。活動方針・職員の行動指針を事務室とホールに掲示して
いる。社外向けにコーポレートスローガン「いのちを見つめ,人間を支える」を掲げ、HP・パンフレット・チラシ・広報誌「じどうかんだよ
り」等で社会・関係者に周知している。
3.4．職員は「パーパス浸透研修」で周知し、利用者にはHPやパンフレット等で周知している。

[自由記述欄]

評価分類

Ⅰ-２-(１)
中・長期的なビジョンと計画が
明確にされている。
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評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

13 ① 事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。 ａ ａ

14 ②
経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取り組みを
行っている。

ａ ａ

15 ③ 外部監査が実施されている。 ａ ａ

自己評価 第三者評価

16 ① 必要な人材に関する具体的なプランが確立している。 ａ ａ

17 ② 人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。 ａ ａ

18 ①
職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組
みが構築されている。

ａ ａ

19 ② 福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。 ａ ａ

自己評価 第三者評価

20 ① 職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 ａ ａ

21 ②
個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定さ
れ計画に基づいて具体的な取り組むが行われている。

ａ ａ

22 ③
定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行ってい
る。

ａ ａ

23 ①
実習生の受入れに対する基本的な姿勢を明確にし、体制を
整備している。

ａ ａ

24 ② 実習生の育成について積極的な取り組みを行っている。 ａ ａ

通番 評　価　細　目

Ⅱ-２-(３)
職員の質の向上に向けた体制が
確立されている。

Ⅱ-２-(４)
実習生の受入れが適切に行われ
ている。

Ⅱ-２
人材の確保・養成

Ⅱ-２-(２)
職員の就業状況に配慮がなされ
ている。

評価項目

[自由記述欄]

20.21．京都市主催・児童館・学童連盟・法人主催の研修で職員のスキルアップに繋げている。職員の経験年数やスキルに応じた教育計画で必
要な研修を受講している。1年目の職員には2～3年目の先輩が「お姉さん制度」で細やかな指導を行なっている。
23.「実習生受け入れマニュアル」を整備し、年間 延べ19人の学生を受け入れている。事前に学校教務主任と担当者間で打合わせを行い、職員
会議等で説明し理解を得ている。終了後は振り返りを行い、次期の取り組みに活かしている。
24. 受け入れ前に職員に打ち合わせし、実習内容等の説明をしている。実習後、学生対象にアンケート調査を実施している。

Ⅱ-１
経営状況の把握

Ⅱ-１-(１)
経営環境の変化等に適切に対応
している。

[自由記述欄]

Ⅱ-２
人材の確保・養成

通番

評価結果

16．法人(人事課）が、認定資格（放課後児童支援員を含む）に基づき人材プランを立てている。
17．考課を人事考課表・自己評価に基づき、年2回実施している。（フィ―ドバック実施)
18.「職員やりがいアンケート」をネット上で実施し、結果を就労就業環境改善に活かしている。
19．小冊子「福利厚生ガイド2024」を職員全員に配布している。職員面接で福利厚生の充実・満足度の高さを確認することができた。

Ⅱ-２-(１)
人事管理の体制が整備されてい
る。

評価分類

[自由記述欄]

評価結果

評価項目

評価項目 通番 評　価　細　目

評　価　細　目評価分類
評価結果

13．事業の取組をセグメント評価や自己申告表で評価し改善点を明確にしている。TQM（品質管理目標）を活用し、地域を含む利用者の満足度
の向上に取り組んでいる。法人の4つの児童館合同で「職員交流研修/2日間」を実施している。他に市内の他法人の児童館と交流学習を行なっ
ている。地域の子育てネットワークを通じて関係機関や諸団体と交流し、地域の子育て支援のニーズを把握している。
14．児童館利用者アンケート調査を年2回実施し、地域の子育てニーズを把握している。「こどもまんなか社会」をスローガンにあげ、クラブ
活動などの運営は子どもの主体性を尊重して運営している。
15．京都市の監査（年1回書面、3年に1回実地）および法人の内部監査を受審している。

Ⅱ　組織の運営管理

評価分類
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評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

25 ①
緊急時（事故、感染症の発生時など）の対応など利用者の
安全確保のための体制が整備されている。

ａ ａ

26 ②
利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行して
いる。

ａ ａ

自己評価 第三者評価

27 ① 利用者と地域とのかかわりを大切にしている。 ａ ａ

28 ② 事業所が有する機能を地域に還元している。 ａ ａ

29 ③
ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、体制を
確立している。

ａ ａ

自己評価 第三者評価

30 ① 必要な社会資源を明確にしている。 ａ ａ

31 ② 関係機関等との連携が適切に行われている。 ａ ａ

32 ① 地域の福祉ニーズを把握している。 ａ ａ

33 ② 地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。 ａ ａ

Ⅱ-４-(２)
関係機関との連携が確保されて
いる。

Ⅱ-４-(３)
地域の福祉向上のための取り組
みを行っている。

[自由記述欄]

Ⅱ-４
地域との交流と連
携

Ⅱ-４-(１)
地域との関係が適切に確保され
ている。

[自由記述欄]

30．運営協力会・ネットワークの機関・団体などをリスト化し、必要時に職員が活用できるようにしている。
31．区役所支所「子どもはぐくみ室」・行政機関・児童福祉関係事業所と連携し、ケースカンファレンス（子どもの権利侵害事案等を検討）に
参画している。また地域のイベントに参加し、地域の子どもに関する課題の把握に努めている。
32．関係機関からの情報および独自に実施した満足度調査（アンケート）結果を法人事業部と分析し、利用者や地域のニーズ把握に努めてい
る。

評価分類 評　価　細　目
評価結果

Ⅱ-４
地域との交流と連
携

評価項目
評価結果

評　価　細　目

25．災害時や感染症蔓延時対応等のマニュアルを整備している。児童館周辺の道路は危険な箇所が多いことから登下館時の安全性に留意し、職
員が随所で見守りを実施している。この経験が学校・警察・地域の活動組織を動かし、地域の「見守り安全マップ」の作成および「利用者守ろ
う活動」の広がりにつながっている。
26．報告書はヒヤリハット・事故の定義を明確にしている。職員会議などで報告書を検証し、利用者が安全に活動できる環境を整備している。

通番

27．学童クラブの一環に、月2回地域の小学1年から4年生に「子ども食堂」を開催している。また、手作りの食事（七輪を使った餅焼き等）を地域の自主
組織「運営協力会」の協力で提供する等、地域支援の拠点としてイベントを開催している。
28．地域ネットワークの一員となり関係団体等の地域活動に参画している。利用者を取り巻く地域の様々な課題を地域の行政を含む関係機関と共有して
いる。
29．ボランティア受け入れマニュアルを整備し、地域ボランティアとの協力関係を大切にしている。今後の地域支援活動を担うジュニアボランティアや
中高生ボランティアを受け入れている。

通番 評　価　細　目

評価項目 通番

評価分類

Ⅱ-３-(１)
利用者の安全を確保するための
取り組みが行われている。

評価項目

[自由記述欄]

Ⅱ-３
安全管理

評価結果
評価分類
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評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

34 ①
利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつ
ための取り組みを行っている。

ａ ａ

35 ②
利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を
整備している。

ａ ａ

36 ① 利用者満足の向上に意図した仕組みを整備している。 ａ ａ

37 ② 利用者満足の向上に向けた取り組みを行っている。 ａ ａ

自己評価 第三者評価

38 ① 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。 ａ ａ

39 ② 苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。 ａ ａ

40 ③ 利用者からの意見等に対して迅速に対応している。 ａ ａ

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１
利用者本位の福祉
サービス

通番 評　価　細　目

通番 評　価　細　目

Ⅲ-１-(２)
利用者満足の向上に努めてい
る。

評価項目
評価結果

Ⅲ-１-(１)
利用者を尊重する姿勢が明示さ
れている。

評価結果

[自由記述欄]

評価分類

34．年次の法人内研修・行政研修・児童館内の研修等で職員の資質向上に努めている。伝達研修を館内で実施し、研修の成果を職員全体で共有
している。
35．「プライバシー保護マニュアル」を策定している。
36．法人事業部とともに館の運営委員会が事業毎に満足度調査（アンケート）を実施している。アンケートにより把握した課題を職員間で共有
し、次期の事業運営に役立てている。、
37．利用者満足度調査でニーズを把握し、事業計画に反映させている。満足度調査の結果を法人本部で法人内部事業所の品質改善活動に生かし
ている。

38．利用者の苦情や要望を何時でも受け止めている。職員個人が聴取した内容を文書化し職員全体で検討している。利用者の「声」を今後の課
題・改善に役立てている。
39.40．苦情対応マニュアルに基づいて迅速に対応している。医療上の課題は法人の母体（医療法人)の強みを生かし対応している。

評価項目

[自由記述欄]

Ⅲ-１
利用者本位の福祉
サービス

Ⅲ-１-(３)
利用者が意見等を述べやすい体
制が確保されている。

評価分類
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評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

41 ①
サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備して
いる。

ａ ａ

42 ②
評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確に
している。

ａ ａ

43 ③ 課題に対する改善策・改善計画を立て実施している。 ａ ａ

44 ①
個々のサービスについて標準的な実施方法が文書化され
サービスが提供されている。

ａ ａ

45 ②
標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立して
いる。

ａ ａ

自己評価 第三者評価

46 ①
利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われて
いる。

ａ ａ

47 ② 利用者に関する記録の管理体制が確立している。 ａ ａ

48 ③ 利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。 ａ ａ

評価結果

評価項目

評価分類

41.42．職員は始業（朝礼）時に情報を交換・共有し、業務日誌・月次の職員会議議事録で詳細内容を確認している。年間計画に基づく事業の
実施内容は子ども未来事業部で点検・指導を受けている。福祉サービス第三者評価（3年毎に受診）の結果（館の課題や問題点等）を館の活動
のあり方や質の向上に役立てている。
43．館長への「報告・連絡・相談」の実際を通して、年次計画や改善課題の理解を深めている。
44．「京都市活動方針指針」に基づき、各種のマニュアルの点検、更新を定期的に行なっている。
45．利用者の満足度調査（アンケート）や日次の活動を通して利用者の課題や問題点等の理解を深め、対応等をその都度見直している。

評　価　細　目

[自由記述欄]

46．所定の日誌を活用し、日々の利用者の活動等を記録している。個別支援を要する利用者は個別記録台帳に記録し、朝礼時に職員間で情報共
有し、支援を統一させている。
47．個人記録等の書類は法人の文書管理規定に基づき錠の付いた書庫で保管し、また、法人本部で管理している。個人情報に関する書類の保
管・保存・廃棄は京都市の規定および法人の管理規程に沿って行なっている。
48．朝礼や昼礼、職員会議、個人記録類で利用者の情報を共有し統一した支援を行っている。利用者からの相談や苦情等は、受けた職員が単独
で対応せず、職員会議等で検討後に対応する様にしている。内容によっては関係機関と連携しながら支援している。

Ⅲ-２-(３)
サービス実施の記録が適切に行
われている。

Ⅲ-２
サービスの質の確
保

Ⅲ-２-(１)
質の向上に向けた取り組みが組
織的に行われている。

評　価　細　目

Ⅲ-２-(２)
個々のサービスの標準的な実施
方法が確立している。

通番
評価結果

[自由記述欄]

通番評価項目

評価分類

Ⅲ-２
サービスの質の確
保
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評価結果対比シート（児童館共通）

自己評価 第三者評価

49 ①
利用希望者に対して活動選択に必要な情報を提供してい
る。

ａ ａ

50 ②
サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得てい
る。

ａ ａ

自己評価 第三者評価

51 ① サービス実施計画を適切に策定している。 ａ ａ

52 ② 定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。 ａ ａ

[自由記述欄]

51．職員が日頃の支援で把握した利用者・家族の情報でアセスメントを実施し、職員会議で職員総意のもとで個別の指導計画を立てている。事
業部に起案し決済後に計画に基づいて支援している。
52．職員会議で定期的にサービス実施計画の評価および見直しを行っている。利用者と家族等の心身の状態および生活状況の変化に対応し改善
策を立案している。計画通りの支援が困難な場合は、その都度、職員会議などで対応方法を検討している。支援は利用者および家族等の安全確
保を念頭に行なっている。記録などで確認できる。

Ⅲ-４
サービス実施計画
の策定

Ⅲ-４-(１)
利用者に対するサービス実施計
画が策定されている。

評価分類 評価項目 通番 評　価　細　目

評価分類 評価項目 通番 評　価　細　目

[自由記述欄]

49．ホームページやインスタグラム、毎月発行の児童館の広報誌「じどうかんだより」、「のびのび通信」等で、児童館の取り組みや子ども等
の様子を分かり易く伝えている。肖像権の観点から、発信に当たって子ども達の顔が特定出来ないように留意している。随時、施設見学やお試
し利用も実施し、利用希望者のサービスの選択に役立てている。
50．サービスの利用開始には利用者等にパンフレットや学童クラブのしおり等で説明し同意を得ている。

評価結果

評価結果

Ⅲ-３
サービスの開始・
継続

Ⅲ-３-(１)
サービス提供の開始が適切に行
われている。
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京都府福祉サービス等第三者評価事業

　［様式９－２］

受診施設名

施設種別

評価機関名

訪問調査日 令和6年12月9日

特定非営利活動法人京都府認知症グループホーム協議会

京都市深草児童館

児童館

【児童館版 付加基準】

評価結果対比シ－ト



評価結果対比シート（児童館付加）

自己評価 第三者評価

53 ①
遊ぶ際に守るべき事項（きまり）が、利用
者に理解できるように決められている a a

54 ②
乳幼児から中高生までの児童すべてが日常
的に気軽に利用できる環境がある a a

55 ③
利用者が自発的かつ創造的に活動できるよ
うに環境を整備している a a

56 ④
くつろいだり、休憩したりするふれあいス
ペースを作っている a a

57 ⑤
幅広い年齢の児童が交流できる場が日常的
に設定されている a a

自己評価 第三者評価

58 ① 乳幼児と保護者が日常的に利用している a a

59 ②
乳幼児活動が年間を通じて実施されてお
り、その内容が参加者のニーズに基づいた
ものになっている

a a

60 ③
保護者同士が交流する機会が設けられてお
り、保護者が企画や運営に参加している a a

評価結果

58．週に一度、固定した曜日に「自由参加」と「年齢別クラス」に分けた乳幼児クラブを設けている。枠を超えるほどの日常的な利用がある。
親子同士の交流や悩み相談、居場所としても積極的に活用されていてる。
59．乳幼児クラブは通年開催である。育児講座（食育や音楽療法など）を法人の専門家が講師となり実施している。地域の子育て支援センター
として近隣の保育園・児童館や区役所とも連携を図り、遊びや子育て相談（アレルギーや離乳食について）を受付けたり、情報提供のイベント
を実施している。
60．「満足度アンケート」を実施して保護者の意見・要望を集約し、改善や保護者のニーズ把握に努めている。乳幼児クラブの母親同士が繋が
り、イベントの企画運営を行っている。0歳から就学前までの子どもを対象にした「深草ふれあいランド」では様々な遊び体験や、子育てに関わ
る相談と情報を提供するイベントを行っている。保護者同士の交流を深めつつ、「こどもはぐくみ室」と地域子育て支援ステーション（近隣の
児童館や保育園）が合同で、課題を捉えて改善に繋げるように組織的対応に努めている。

評価項目 通番 評　価　細　目
評価結果

通番 評　価　細　目評価項目

Ａ-１
遊びの環境整備

[自由記述欄]

Ａ　児童館等の活動に関する事項

評価分類

53．遊ぶ際に守るべき決まり事や約束事は、各部屋や適切な場所に、児童の自主性を引き出す安易な文言で掲示している。イラストを効果的に
活用し視覚化している。掲示場所は、児童の目線に合わせて適切である。掲示以外に、帰りの会に話し合ったり、個別に伝えたりして、利用者
の理解を深めている。また、状況変化やニーズを捉えて新たなルール作りにも努めている。
54．乳幼児から中・高校生までが日常的に利用している。週3回は年齢別の乳幼児クラブを開催し、中高生には17:00～18:30まで使用できるよう
に開放している。年4回中高生と赤ちゃんの交流会を開催し、触れ合える機会を作っている。中高生は居場所として利用したり、ボランティアと
して参加したりしている。
55．ニーズに応じた活動ができるように、遊戯室や図書室を整備し、遊びを自発的且つ創造的に行えるように配慮している。職員が適切な働き
かけを行い、持参物等の置き場所を工夫したり、自主的に動けるように掲示物にも工夫を凝らしている。
56．月1回0～3歳までが対象の「深草あそぼうDAÝ」は誰もが参加できるイベントで、館の遊戯室を開放して滑り台やトランポリン等の遊具が自
由に使えるようにしている。親子で遊んだり、くつろいだりできる企画となっている。クラブ活動以外に居場所として自由に来館する児童の受
け入れも積極的に行っている。また、中高生は職員との会話や図書室でくつろいでいる。
57．週3回の乳幼児クラブや学童クラブ活動（将棋・高学年・ハンドメイド・ジャグリング・ドッジボール）は幅広い年齢の児童が一緒に交流で
きる企画になっている。近隣の児童館5館が合同で開催している「お店屋さんごっこ」では乳幼児・小学生が一緒に工芸品などを売買する交流イ
ベントとして、幅広い年齢の児童が参加している。中高生が赤ちゃんや保護者と関わる交流事業（クッキングやクリスマス会など）も行ってい
る。

[自由記述欄]

Ａ　児童館等の活動に関する事項
（小型児童館・児童センター用付加基
準）

Ａ　児童館等の活動に関する事項
（小型児童館・児童センター用付加基
準）

Ａ-２
乳幼児と保護者への対応
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評価結果対比シート（児童館付加）

自己評価 第三者評価

61 ①
職員が個々の児童の状態や心理を考慮して
適切に援助している a a

62 ②
職員が個別・集団援助技術を念頭におい
て、個人や集団の成長に向けて働きかけて
いる

a a

63 ③
障害の有無や国籍の違いを超えて、児童が
一緒に遊びお互いに理解を深める取り組み
が行われている

a a

64 ④
行事やクラブ活動が、日常活動とのバラン
スや児童の自主性・主体性を育てることを
意識して企画されている

a a

自己評価 第三者評価

65 ① 日常的に中高生の利用がある a a

66 ②
中高生が主体性や社会性を養えるような活
動を継続して実施している a a

67 ①
利用者からの相談への対応が自然な形で行
われている a a

68 ②
虐待を受けた児童や不登校児への支援体制
が整っている a a

Ａ-６
障害児への対応 69 ①

障害のある児童の利用に対する支援策が
整っている a a

65.66．17:00～18:30までの時間帯は中高生に開放している。日々、来館者がある。職員と会話してくつろぐ児童や、ボランティア活動を担う児
童がある。ジャグリングクラブでは学童OBの中高生たちが先生となって、小学生に指導している。年４回、テーマを決めて実施している「中高
生と赤ちゃんとの交流事業」や、「ふれあいプラザ」や「やんちゃフェスタ」での発表会など、様々なイベントで中高生がスタッフとして企画
運営に携わっている。
67.68．利用者からの相談対応は電話や口頭を中心に行い、相談者の立場に立って傾聴に心がけ、事例に適切な対応ができるように法人の研修を
受講している。課題のある利用者はケースカンファレンスを行って検討し、必要に応じて療育センターなどと連携対応している。虐待などの課
題がある場合は関係機関（児童相談所・療育センター・はぐくみ室・小学校・保育園・警察）と連携して情報共有を図っている。
69．障害のある児童や課題が見受けられる児童にはケースカンファレンスを行い、関係機関に繋げて適切な支援をしている。発達障害児に対し
ては、個別支援策を作り、記録している。また、2名の介助ボランティアが支援にあたっている。

Ａ　児童館等の活動に関する事項
（小型児童館・児童センター用付加基
準）

[自由記述欄]

評価項目 通番 評　価　細　目

[自由記述欄]

61．「朝礼ノート」に児童一人一人の心身の状況や活動を記録し、職員間で共有している。また、職員会議等で児童の状況を話し合い、トラブ
ルがあった際には穏やかに状況確認し、夕刻の職員間で何が原因なのか、発達に課題があるのかなどを検討し、対応を話し合っている。情報共
有に努め職員が同じ方向性を持つように努めている。
62．職員は法人や児童館内外の研修で援助技術を習得し、課題を持った児童への対応についてはケースカンファレンスで検討し、日誌や職員会
議議事録に記載している。保護者との交流を大切にして、児童の実態把握ができるように努めている。
63．障害や国籍の有無を超えて、児童が自然に触れあえるように、例えばロッカーに名前を表示したりする等で、自然な関係作りができるよう
に見守りつつ働きかけている。本児が好きな事を通じて、他の児童と互いに楽しく繋がって参加できるように、イラストや言葉で働きかけを
行ったり、保育園の他の保護者の協力も活用している。職員は児童が思いやりの気持ちが持てるような言葉がけを意識している。
64．児童クラブ活動（将棋・高学年・ハンドメイド・ジャグリング・ドッジボールなど）を通して主体性・協調性・社会性が育つように意識し
て進めている。特に「高学年クラブ」では希望する活動の実現に向かって小学生4年以上の児童が自ら司会や書記を輪番制で会議を開催し、討
議・調査・企画・立案・計画し実行している。予算・徴収・買い出し等の経験・反省から次の計画を立てるプロセスの中で、仲間と共に活動す
る喜び・達成感・自己肯定感も生まれている。

評価結果

評価結果

Ａ-３
小学生への対応
（核となる児童館活動）

評　価　細　目評価分類

評価分類

Ａ　児童館等の活動に関する事項
（小型児童館・児童センター用付加基
準）

Ａ-４
中高生への対応

Ａ-５
利用者からの相談への対応

評価項目 通番
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評価結果対比シート（児童館付加）

自己評価 第三者評価

70 ①
住民による子育て支援活動や健全育成活動
を促進している a a

71 ②
地域社会で児童が安全に過ごせるような取
り組みをしている a a

72 ① 広報活動が適切に行われている a a

73 ②
児童館の活動内容をわかりやすく知らせ、
利用促進につながるように創意ある広報活
動が行われている

a a

[自由記述欄]

70.71．月2回の子ども食堂や、季節のイベントは館と運営協力会とが合同開催し、地域住民による子育て健全育成活動として定着している。住
民組織と一緒に、児童館への経路上の危険が一目で分かる「安全マップ」を作成し、交通事故や不慮の事故防止に役立てている。また、地域住
民による見守り隊、「スクールサポーター」を配置する、周辺の樹木剪定を住民と一緒に行う、防災訓練を実施する等、不審者対策や児童を事
故や事件から未然に防ぐ環境づくり・安全対策を、地域住民と共同で進めている。
72．広報する際には個人情報保護を厳守するために、マニュアルが設けられている。保護者の承諾を得る、肖像権に配慮してモザイクをかける
等、個人の情報が特定をされないように本部作成によるインスタガイドラインで9つの項目チェックしている。伏見区区役所4・深草エリア児童
館の乳幼児クラブの案内パンフレット「ころころふしみっこ」を作成しQRコードも載せて情報を得やすくしている。
73．児童館だよりの内容は日々のクラブ活動・イベント・日常の取り組みなどをテーマに職員会議で決定している。毎月発行のおたよりには
ホームページやインスタグラムのQRコードも載せて情報を得やすくし、内容も関心がもてるように工夫して作成している。児童館からの各種の
広報活動は半期で50回以上を目標にし、最新の情報発信をすることで利用促進に繋がるようにしている。

評価項目 通番 評　価　細　目

Ａ　児童館等の活動に関する事項
（小型児童館・児童センター用付加基
準）

Ａ-８
広報活動

Ａ-７
地域の子育て環境づくり

69
評価結果
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